Studies on Veneer Cutting Machine (XXVIII) : On the Stress Distribution and the Frictional Coefficient on the Tool Rake-Face in Veneer Cutting (2) by 杉山 滋
長崎大学教育学部紀要 -自然科学- N0.72,ll- 15(2005.3)


































事前報 ｢単板剥ぎ取 り機械に関する研究 (ⅩXVⅠ)StudiesonVeneerCutingMachine(XXVH)｣は,長崎大学教育学部紀要 一自然
科学一 第 71号 17- 22 (2004.6)に掲載｡
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*1 分割工具のT2ナイフ(材質は高速度鋼 SKH2)の垂直刃先角 βnを25O,垂直逃げ角 anをlo,垂直すくい角ynを640一定として切削
を行う｡この場合に,Tlナイフ(材質はSKHZ)はβ｡-100であるが,T2ナイフとともに分割工具を構成する際にはyn-640となるよ
う注意を払った｡なお,両ナイフのセットは既報1)･2)とほぼ同様 としたoT2ナイフのすくい面長さ ecは0,08mm～ Ckn(単板の接触長さ)
の範囲で13-18段階に変化させたO前報1)と同様に,この研究においても被削材の傾斜角 iを0- 500(100間隔)の範囲で6段階に変化
させ,プレッシャバーを作用させずに低速切削を行った｡なお,試験片(それを装備した八角形 リング荷重装置)の送 り速度は138.7mn)/






線に平行 (X′),垂直 (Z′)な方向およびすくい面と切れ刃線 とに垂直 (Y')な方向に作用する切削抵抗の3分力 Fx′,Fz'ぉよびFy′が
それぞれ測定される (Fl'g.1)｡これらの分力の測定と同時に,試験片側に装備された 3分力測定用八角形弾性 リング荷重装置1) (以下,
八角形 リングと呼ぶ)からは,被削材の切削面内にあって被削材の長軸方向に平行 (Y),垂直 (Ⅹ)な方向および切削面と長軸方向と






ただし,al-COSi b1- -Sini c1-0
a2-COSrnSini b2 - COSYnCOSi c2-Slnrn
a3- 一Sinrnsinib3- -Sinγncosi c3-COSγ｡
分力はいずれも被削材に加わる力として表す｡また,便宜上,Fig.1に示す各軸の矢印の方向を正の方向,それと反対方向を負の方
向とし,後者の場合のみ,(-)を分力の記号の前に付して区別するo
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